
日本天文学会2009年春季年会

V49c すばるHDSにおけるCCDの線形性についての調査と対策
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すばる望遠鏡高分散分光装置 (HDS)はすばる第一期観測装置として 2000年 7月のファーストライトから様々な
成果を挙げてきている。クェーサーや銀河系ハローの星などの非常に暗い天体の比較的低 S/N比の観測からヨー
ドセルを用いた系外惑星の視線速度モニターのような明るい星の高 S/N比観測まで、HDSを用いた観測課題は多
岐にわたるため、HDSで取得されるカウントレベルについても近年では特に広がりを見せている。非常に高いカ
ウントレベルにおいて微小な差を検出するような場合においてより精度の良い観測を行うため、我々は現時点での
HDSのカメラ CCDの線形性について詳細に実験・調査を行った。
HDSは巨大な分光器のため望遠鏡ナスミス焦点に固定されており、また、シャッターは入射スリット部にしか

存在しないため、2枚の EEV CCD42-80(2k×4k)で構成されるカメラ部を単体で試験することは難しい。このた
め、実験は通常の観測と同様にフラット光源を分光して測定するという方法をとった。シャッター時間を変えなが
らデータを取得し、カウントの変化を見るというオーソドックスな測定の結果、>10000e−の高いカウントレベル
でサチュレーションとは異なる最大 2∼4%程度の非線形性があることが判明した。しかし、今回の実験によって得
られた関数を適用する事で、この非線形性を補正できることもわかった。(なお、すばる望遠鏡以外の観測所でも、
EEV CCDを使用したいくつかの装置の非線形性について類似の報告がなされていることがわかってきた。)
発表では測定方法の詳細、測定データから補正関数を導出する方法およびその結果、実際のデータ解析での補正

方法を紹介するとともに CCDの各ビンニングモードでの差異、長期間での線形性特性の変化についても調査した
結果を報告する。


